
群馬県子ども若者支援協議会

困難を抱えている子ども・若者の支援に
相談・支援機関が連携して取り組んでいます

単独機関では対応が難
しいケースが多くなっ
ています

成長段階に応じた切れ
目のない支援には官民
の連携が不可欠です

市町村 小・中・高等学校

民間の活動団体

・健康福祉課
・児童福祉課
・児童相談所
・女性相談所
・保健福祉事務所

【福祉】
生活環境改善

・群馬労働局（国）
・労働政策課
・若者サポートステーション

【雇用】
職業的自立・就業支援

・医務課
・障害政策課
・保健福祉事務所
・こころの健康センター
・発達障害者支援センター
・医療機関

【保健・医療】
医療及び療養支援群馬県子ども・若者支援協議会

国・県の相談・支援機関で構成

・群馬県青少年育成事業団
・子育て・青少年課

【育成支援】
健全育成支援の推進・前橋保護観察所（国）

・前橋少年鑑別所（国）
・警察

【矯正・更生保護等】
心理相談等

県教育委員会
　・義務教育課
　・高校教育課
　・特別支援教育課
　・生涯学習課
　・総合教育センター

【教育】
修学支援

　青年前期（中学生）から青年中期（高校生）は、思春期の混乱から脱し
ながら心理・社会的な自立をとげて大人の仲間入りを目指していく準備期
間でもあります。
　ところが、この自立の過程で立ち止まってしまう子ども・若者がいます。
友人関係や学校生活でのトラブル、家庭環境の変化など、その要因はさま
ざまです。
　なかには、「不登校」や「ひきこもり」状態となり、学校や職場から離れ
てしまったり、親や周りの大人への反発から「非行」に走ってしまったり
することもあります。今まで気がつかなかった「発達障害」が原因だった
りすることもあります。
　いずれの時期においても、我が子の苦しむ姿を見る親は、何をしてあげ
られるかを考え、その悩みは尽きません。親子の苦しみは長引き、深まる
ばかりです。

　このような状態の子ども・若者が一歩前へ動き出すには、出来るだけ早く、
適切な相談・支援機関を利用することが望ましいと考えます。
　この支援ガイドは、「不登校・ひきこもり状態」などにある子ども・若者
を、どのような支援につなげていったらよいかをまとめたものです。
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も く じ
　１　不登校・ひきこもり

　⑴学校に相談する【不登校】
　⑵地域の窓口に相談する【不登校・ひきこもり】
　　・教育委員会
　　・行政の相談窓口
　⑶専門機関に相談する  

・医療機関
・児童相談所
・ひきこもり支援センター
・法務少年支援センターぐんま

　⑷民間団体による支援 
　　・親に対する支援
　　・本人に対する支援（子ども・若者の居場所）
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　２　特別の支援を必要としている場合

　⑴本人に適した「学びの場」を選ぶ
　⑵発達障害の専門機関に相談する
　⑶民間の取組 

　３　その他

　⑴社会生活や対人関係の悩みがある場合
　　・青少年の悩みを相談する
　⑵家庭生活の悩みがある場合 
　　・家庭の経済的な悩みを相談する
　　・女性が抱える悩みを相談する

【対談】 不登校・ひきこもり状態の子どもの理解と対応
【資料】 １　中卒後進路未決定者・高校中退者を支援しています
　　　　２　支援機関連絡先一覧 
　　　　３　思春期・青年期の不登校・ひきこもり支援マップ 
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